














電子カルテを平成 26 年 1 月に導入し、看護過程の展開を看護診断













【結果・考察】配布 330 名、返信 251 名で回収率は 76.06％であった。1
～ 3 回目の講義全体に関する理解度については 7 割強が「理解できない」
































【方法】新人看護職員 63 名に研修責任者との面談を 2 回 / 年（6 ～ 8


































































【結果】新人看護職員 79 名中 18 名より回答を得た。抽出したコー
ド数 81 からサブカテゴリー 9、最終的に 5 のカテゴリーに構成さ
れた。発表会参加者 148 名、抽出コード 168 からサブカテゴリー
44、最終的に 5 のカテゴリーに構成された。
【考察】ポートフォリオ作成と発表会は新人看護職員には　≪書く
行為による省察≫≪可視化による明確化≫≪自己研鑽への動機づけ
≫≪モチベーションの向上≫≪思いの共有化≫ができた。そのこと
は新人の今後の成長に繋がる。参加者には≪成長過程の理解≫≪育
成への理解≫≪新人へのエール≫≪発表の意味づけ≫≪触発≫の効
果が得られた。発表会を開催し、ポートフォリオを通して成果や成
長を可視化し、共有することが重要である。
【課題】新人及び指導者の育成の充実に向けて、今後も育成のツー
ルとして継続していきたい。
